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パートⅡ「その５」

　　　　　　　『検察の闇』闇の執行人柳検察官が偽造した「騙取」。

　柳検察官は、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話の詐欺罪構成
要件である「欺罔」「誤信」「騙取」をデッチ上げ裁判所に公訴提起しました。

　大蔵省「銀行局」の方針に従い、柳検察官がパート１からパートⅡ「その１」
　から「その４」で「欺罔」「誤信」をデッチ上げた「職務犯罪行為」を立証
　しました。しかし「騙取」のデッチ上げが、まだ立証されていません。

　　　　　柳検察官が「その５」で、デッチ上げた「騙取」を検証する。

　　柳検察官が起訴状で主張した、ウェイアウトスポーツ名義通知預金口座への
　　オリックスアルファ融資金の振込送金は「公訴事実」にかかる詐欺罪の「騙　
　　取」という犯罪構成要件にかかる重要な事項であるから誰の手でどのように
　　行われたかが、検察官立証証拠（甲 16 号証と甲 17 号証）で厳格に捜査認定
　　されなければならない。

　皆様、ご理解ください。はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話
　の「騙取」が存在することが異常なのです。そうでしょう。「騙取」が存在
　することは、柳検察官が立証証拠をコピー偽造した「職務犯罪行為」を自ら
　暴露したことになるのです。

証拠は

　公判検事が、法廷に「騙取」の立証証拠（甲 16 号証）と（甲 17 号証）を証
　拠請求して、裁判所に証拠採用された「事実」です。

　平成 3 年 12 月 25 日、柳検察官が捜査指揮して「その５」大分銀行東京支店
　に対する捜査機関照会書（甲 16 号証）と回答書（甲 17 号証）を、コピー偽
　造して「騙取」即ち、オリックスアルファから借受名義人ウェイアウトスポ
　ーツ・マッシュ宛ての、本件詐欺事件話の「騙取」振込送金をデッチ上げた
「職務犯罪行為」を立証したことなのです。
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　大蔵省「銀行局」の方針に従い柳検察官が、コピー偽造した（甲 16 号証と
　甲 17 号証）を検証して、捜査当局による立証証拠のコピー偽造のメカニズ
　ムを立証します。

　　柳検察官は「その４」を仕上げた翌日今度は平成３年 12 月 25 日、「その　
　　５」大分銀行東京支店に対する捜査機関照会書（甲 16 号証）と回答書（甲
　　17 号証）を偽造してオリックスアルファが秋葉原支店と「BIS 規制８％」ク
　　リア操作、他行預金担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」の融
　　資金を「別段預金口座」に振込送金した「事実」を利用して「騙取」をデッ
　　チ上げた「職務犯罪行為」を立証する。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（甲 16 号証）確認ください。

　　

「その４」を仕上げた翌日今度は平成３年 12 月 25 日、「その５」 大分銀行東京
支店に対する捜査機関照会書 に『右振込依頼書の写しなどを作成交付願います。
尚右振込資金が預金から振替えられている場合は、該当月の預金元帳並びに払戻伝
票の写しも合わせて作成交付願います。』と写しを作成交付願うのですか？
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柳検察官の目的

　　柳検察官は、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話をデッチ上
　　げた犯罪取引構造「オリックスアルファ⇔借受名義人ウェイアウトスポーツ
　　マッシュ」を立証するオリックスアルファからウェイアウトスポーツ・マッ　
　　シュ宛ての銀行振込伝票が必要だったのです。

　　金銭消費貸借契約には要物性の要件を満たすウェイアウトスポーツ・マッ　　
　　シュの「領収書」または「銀行振込伝票」が、なければ無効となります。

　　ですから柳検察官は、同日平成３年 12 月 25 日付大分銀行東京支店に対する
　　捜査機関照会に対する回答書（甲 17 号証）で、振込依頼書の写し尚右振込
　　資金が預金から振替えられている場合は、該当月の預金元帳並びに払戻伝票
　　の写しも合わせて作成交付願います。』としたのです。

平成３年 12 月 25 日付、大分銀行東京支店
捜査機関照会に対する回答書を検証する。

　　　　　　　　　　　　　　
回答書（甲 17 号証）
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捜査当局による、大分銀行東京支店捜査機関照会に対す回答書で、まず「取
　引明細書」と「当座預金元帳」の「スリ替え」を行ったことを立証します。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　「取引明細書」を検証する。

　　　　　　　　　平成３年 6 月 13 日、行われた「取引明細書」です。

　　

　　１　　407330３ー６ー 13　振払　小切手 857211 支払額９、757、９
　　　　　45、206ソウキン　　処理後残高８、664、987 です。

　　　　　これが「取引明細書」と一緒に添付された「小切手」です。　

　　　　　小切手 857211 支払額９、757、９45、206

　　
　　６−13 日９時 36 分　振払　９、757、９45、206 オリックスアルファと
　　記載されてる。これでは当座預金口座「0407330」からの「出金」が確認
　　されません。
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　　　当座預金口座「0407330」からの「出金」が確認取れずに「振込依頼」
　　　は、できません。ですから「当座預金元帳」当座預金口座「0407330」
　　　で、小切手決済する資金額９、757、945、206円を立証しなければな
　　　りません。

　　　柳検察官は、オリックスアルファからウェイアウトスポーツ・マッ　　
　　　シュ宛ての銀行振込伝票「振込依頼書」がなければ、金銭消費貸借
　　　契約の要物性要件を満たすことができず無効となることを知ってい
　　　るから「当座預金元帳」を隠し「取引明細書」とスリ替えたのです。

　　　そして、オリックスアルファが秋葉原支店に「BIS 規制８％」クリア
　　　操作する他行預金担保融資の融資金を秋葉原支店「別段預金口座」宛
　　　てに振込送金した「振込依頼書」を故意に悪用して「騙取」をデッチ
　　　上げたのです。

証拠は、

「振込依頼書」です。

　　

　この振替手続きは、小切手送金になります。「別段預金口座」です。
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（甲 16 号証）と（甲 17 号証）による「騙取金」を証明したのが「当座預金元　
　帳」でない「取引明細書」の「スリ替え」なのです。

　柳検察官は、捜査照会書（甲 16 号証）に対する回答書（甲 17 号証）で本来な
　ら「当座預金元帳」の提出を求めたにも関わらず、故意に悪意を持って「取引
　明細書」を添付したのは「騙取」をデッチ上げた、断じて許されない「職務犯
　罪行為」であると断言する。
　　　　　　　

国民を舐めきっています。

　平成３年 12 月 25 日捜査機関照会して同日、大分銀行東京支店が捜査機
　関照会に対する回答書が国民を無視した犯罪行為です。

　捜査当局は平成３年 12 月 25 日まで、詐欺事件の構成要件「騙取」を捜
　査せず「逮捕状請求書」の手続きをした。しかし「逮捕状請求書」の「
　被疑事実の要旨」には「別段預金口座」振込送金したとなってる。
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　捜査当局は平成３年８月 12 日、大分銀行東京支店に捜査機関照会している。    
 「その４」で立証した、平成３年９月 18日（甲 129号証）を 作成して「逮
　捕状請求書」ができてるのです。だから「被疑事実の要旨」には「別段預金
　口座」振込送金と立証したのです。（パート１を参照）

　捜査当局が（甲 129号証）で立証した犯罪構造は銀行員が偽造した「預金担
　保債権」で、犯罪取引構造は「秋葉原支店⇔ノンバンク」です。被害者は銀
　行です。最初に『国家の闇』を隠蔽した隠蔽工作『銀行の闇』がデッチ上げ
　た、はじめから『この世に存在しない』巨額不正融資事件です。

　柳検察官は『国家の闇』を隠蔽した隠蔽工作『銀行の闇』をデッチ上げた金
　融機関が隠蔽した金融経済社会の破滅と司法機関『警察・検察・裁判所の闇』
　がデッチ上げた富士銀行事件の「職務犯罪行為」を隠蔽しなければ、司法崩
　壊を招く現実を回避した。

　大蔵省「銀行局」の方針に従い、柳検察官がパート１銀行員の「上申書」か
　らパートⅡ「その１」から「その４」で、犯罪構造を「協力預金」名下の預
　金担保融資そして犯罪取引構造「ノンバンク⇔借受名義人」として本件詐欺
　事件話の「欺罔」「誤信」「騙取」をデッチ上げたのです。

　皆様、私が闇の執行人柳検察官と表現するのは「その５」を故意に悪意を持
　って、自らの栄進に邁進するため『国家の闇』を立証した「振込依頼書」の
　目的も理由も承知して、コピー偽造立証証拠で「騙取」をデッチ上げたこと
　なのです。

　　　私は柳検察官の確信的な職務犯罪行為を法廷で必死に訴えたのです！

　　　　　　第43回公判法廷で、これまでの公判が異常と抗議した！
　
　 第43回公判法廷で 『ノンバンク融資担当者、起訴状（一）川合潤治起訴状
  （二）小山起訴状（三）野瀬、日貿信、成瀬、それぞれ訴因「協力預金」名
   下の預金担保融資と全く違う「約束手形債権」（CP）金融商品一式の取引を
　証言した。』取引相手を秋葉原支店と証言したのです。
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　この証言は、弁護人が検察官立証証拠、コピー取引関係書類（写し）をノンバ
　ンク融資担当者に提示して尋問した結果、取引当事者が公訴事実（訴因）と全
　く違う取引を証言したのです。犯罪事実が存在しないことをノンバンク融資担
　当者が明白にしたことなのです。

　これまでの公判廷において、検察側が提出してきた証拠物件がすべてコピーで
　あり原本を取り寄せるや中身が異なる犯罪行為そのものなのです。

　　　　　　　　　私は、裁判長に対して約40分以上訴えた！

　検察官が行った公訴提起の手続きそのものが違法行為であり公訴棄却の訴訟指
　揮をすべきだ！『まだコピー偽造立証証拠の審理を続けるのか、続けるなら憲
　法に違反する法廷には出ない私の血は黒くて裁判長の血は赤いのか』等と40分
　大声で強く抗議し、法廷で倒れ救急車で東京女子医大に運ばれました。　

　弁護人が全員裁判所に抗議するため辞任しました。裁判所は８ヶ月後に国選弁
　護人３名（主任弁護人は弁護士会副会長）を選任しました。その主任弁護人が
 『室岡さん、法廷に法はないのが日本の裁判です。』そう言われました。

　　　　信じられないでしようが、これが我が国の司法の現実なのです。
　　　　法曹関係者は、第43回公判調書を自分の目で検証することです。
　　　　検証するだけの勇気がありますか？もう政府の番犬は止めです。

　　　　　　　　　　何時でも『室岡塾』にきてください。　　
　　　　
　　　　検察官立証「証拠カード」１から弁護人立証「証拠カード」１か
　　　　ら、全て何万ページの立証証拠を何時でも開示します。

　　大蔵省の方針に従い、裁判所は、大蔵省の方針に従い私の訴えを無視した。

　裁判所は経済の常識、社会の常識を無視して、立証証拠が全てコピー偽造であり
「原本」が何処にも存在しない憲政史上はじめての訴訟指揮を為し判決主文で、
「懲役 11 年に処する」と大蔵省「銀行局」政府の方針に従い宣告したのです。
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私は判決後に、オリックスアルファに対して、ウェイアウトスポーツが判決書
で貴社との「協力預金」取引で税務関係等で弁護人が面会したいと内容証明書
を送達した。

結果、オリックスアルファの弁護人と私の弁護人が面会できた。オリックスア
ルファは、あくまでも「秋葉原支店との取引」を主張した。（状況は録音した）

そこで私は、（甲 16 号証）と一言、一句同様の「弁護士照会」を大分銀行にす
ることを弁護人に獄中から指示した。

　大分銀行東京支店の回答書に添付された「当座預金元帳」が存在した。驚くこ
　とに平成３年６月 13 日オリックスアルファが「融資金」とした「原資金」が
　平成３年６月 12 日記載「他店券入金」による事実が判明した。

　　　　　　　　　　　　その立証証拠を検証ください。

　平成９年５月２日、大分銀行東京支店に対する照会書による大分銀行東京支店　
　回答書を検証ください。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9



210727

　この照会結果を確認ください。今度は「取引明細書」ではなく、当然の結果と
して「当座預金元帳」が開示された。

　　　　　　　　これが「当座預金元帳」です確認ください。
　

　　 　

　この元帳から判明した事実は、本件詐欺事件の「騙取」に用いられたオリックス
アルファの融資金の原資が平成３年６月 12 日入金 9,757,945,206 円そのものが
「他店券入金」であった真相が判明した。
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　　　　　　　　　　　当座預金元帳を確認ください。

「612　　9757945206」とあり、その後に「０１」とある。この「０１」は下部
に理解がある通り「取引区分」「０１」現入となる。次に「１」とある。「他店券
入金」とする意味です。

　ですから（甲 16 号証）と（甲 17 号証）による「騙取金」を証明した「取引明
細書」をデッチ上げで本来の「当座預金元帳」と「スリ替え」をして「他店券」を
故意に悪意を持つて捜査当局は隠蔽した「職務犯罪行為」を立証したのです。
　　　　　　
　平成９年５月１５日付　大分銀行東京支店回答書で「他店券入金」を認め
「他店券」が立証された。
　

　　　

平成３年６月 12 日、 オリックスアルファ経理部は秋葉原支店の「約束手形債
権」（ CP）金融商品一式を受け取ったから太陽神戸三井銀行浜松町支店の小切手
（大分銀行東京支店渡）金額９,757,945,206円を切ることができた。

　この「他店券」の存在こそ秋葉原支店極秘特別「プロジェクト」内で作成された
「一般貸出債権」を流動化する「約束手形債権」（ CP）金融商品一式を用いた他
行預金担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」のシステム化された「B
IS 規制8％」クリア操作 を証明したのです。
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これで柳検察官、貴殿のオリックスアルファから送金された金員によってウェ
　イアウトスポーツ・マッシュ名義の通知預金が作られたなどということが、作
　り話即ちデッチ上げであることが明白になった。

　別段預金は顧客の口座、預金ではなく、あくまで東海銀行秋葉原支店自体の仮
受口という口座であり、秋葉原支店が作成した秋葉原支店のダミーウェイアウ
トスポーツ・マッシュ名義の「約束手形債権」（ CP）金融商品の送金です。

別段預金への入金、仮受口への入金は秋葉原支店内部操作の問題であり、オリ
ックスアルファから協力預金融資を受けたとされる秋葉原のダミーウェイアウ
トスポーツ、マッシュは一切関与できないのです。（後日この悪質きわまりな
い捜査当局機と東海銀行による入金偽造は公開質問で行う。）

　柳検察官、貴殿が「公訴事実」で主張した、オリックスアルファ大分銀行東京
支店から秋葉原支店、ウェイアウトスポーツ・マッシュ名義の通知預金口座宛
の振込送金ですが、大分銀行東京支店の振込送金伝票「06130939」で手続き
されてる時間をみれば、平成 3 年 6 月 13 日午前 9時 39分を立証しています。

しかし、平成 3 年 6 月 13 日午前 9時 39分ではまだ、秋葉原支店にウェイアウ
トスポーツ・マッシュ名義の通知預金口座 129296 の口座が存在しないのであ
り口座番号が分からない限り、絶対振込送金は出来ないことなのです。

このような戯言を政府首脳の方針に従い、東海銀行秋葉原支店極秘「特別プロ
ジェクト」内で発生させた秋葉原支店のダミー預金者ウェイアウトスポーツ・
マッシュ名義の 100億円という「数字」の損失金を隠蔽するため「公訴事実」
をデッチ上げてまで公訴提起できる貴殿は単なる金融取引に無知だけでは済ま
されない！

自民党派閥政治を護る『検察の闇』闇の執行人「政府の犬」となったのだ！

　私は本件事件の鍵を握る振込口座は自在に変わるいい加減さを法廷で訴えた。
　許されないのは捜査機関が主張する振込口座の種類は次の通り自由自在なの
　です。
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　　　　　　平成 3 年 11 月 20日付　逮捕状添付被疑事実の要旨
　　　別段預金口座「（株）ウェイアウトスポーツ口」、「（有）マッ

　ここで、大事なことは「秋葉原支店の別段預金口座（マッシュ口）に 47億
7897万 2603円を振込送金させてこれを騙取し」です。まず（マッシュ口）です。
そして、金額が１億円違います。48億 7897万 2603円が正しいことです。　　
皆様、このデタラメな「逮捕状請求書」をデッチ上げ、逮捕するのが日本という
国です。何時皆様が狙われるか分かりませんよ！
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別段預金口座「（株）ウェイアウトスポーツ口」
とある

別段預金口座「（有）マッシュ口」
とある



210727

　　　　　　　　　　　平成 4年 1 月 7 日付　起訴状
　　　　　　　　　　　　通知預金口座を確認ください。
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　　　　　　　　平成 4年 4月 30日付　冒頭陳述は普通預金口座
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普通預金口座とある



210727

　本件詐欺事件の「騙取」を立証すべき入金手続きが、普通預金口座、通知預金
　口座、または別段預金口座で金額が違うでは論外です。（後に、理由を述べる）

　闇の執行人たちによる詐欺事件の犯罪構成要件である重要な「騙取」手続が自
　由自在に作り上げられたことに国民は呆れるだけでは済まないのです。

自民党派閥議員と大蔵官僚が銀行と一体になりマネーゲーム「国政と金」利権
政治を構築して巨額な富を得たのです。その「銀行の利益を護る」ため闇の執
行人柳検察官が『この世に存在しない』本件詐欺事件話をデッチ上げたのです。

　柳検察官が、パート１銀行員の「上申書」からパートⅡ「その１」から「その　
　５」で、犯罪構造を「協力預金」名下の預金担保融資そして犯罪取引構造「ノ
　ンバンク⇔借受名義人」として本件詐欺事件話の「欺罔」「誤信」「騙取」を　
　デッチ上げたのです。

　　　　　　　正に、自らの栄進だけに突き進む「犯罪者」の姿です。

その結果、最終的には国民の税金「公的資金」を金融機関の不良債権処理と偽
り、今日まで何百兆も投入して、国民から税金を絞るとるだけ絞ったのです。

日銀はその挙句に、東京証券取引に介入し外国人投資家が７割と国内金融機関
と富裕層３割だけが徳をする株価操作「出口の無い」マネーゲームを行い国民
の血税をまた吸い上げられているのです。

　　　　　いつでも苦しみ這いずりまわるのは一般市民なのです。

　さらに日銀の国債買い入れは 470兆円・年金積立金管理運用独立行政法人と共
済年金は平成 17 年末で国内株の保有する残高が 54兆 3457億円、外国証券 72兆
3854億円そして日本郵政グループが株を大量に買って株価を支えているマネー
ゲーム「国政と金」が繰り返される元凶こそ本件隠蔽工作なのです。　
「その６」では、旋律が走る本件隠蔽工作を立証します。
以上。
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